
窒息には、摂食嚥下機能、食べ方、情緒、認知機能、食物
物性など様々な要因がある

https://www.jda.or.jp/jda/business/chissoku.html
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食べる機能の基本が発達する
小児期

歯と口腔の動き
～その口で何を食べられるのか？～
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3歳ころ；
• 乳歯が20本生えそろう
• 大人と同じくらいの食べを自
分で食べられるようになるが、
「弾力のあるもの」「繊維質
のもの」「硬いもの」は食べ
にくい

• また自分で上手に食べられな
いことも多い

1歳半ころ；
• 離乳完了食～幼児食を食べて
いるが、まだ奥歯のかみ合わ
せはないことも（あっても１
か所くらい）

• スプーンを使って食べること
が増える

7ヵ月ころ；
• 下の前の乳歯が生え
始める

• 離乳食は中期くらい

摂食機能の発達と歯の萌出
口の動きと歯の生え方をみて、何が食べられるのか判断することが
大切

1歳ころ；
• 前歯がかみ合う
• その前歯を使ってかじり取り
をするが、最初はうまくでき
ない

• すりつぶしの（噛む）動きは
できているが奥歯のところは
歯ぐきだけなので、「歯での
そしゃく」はできない

哺乳期；
歯はない

成 長

離乳初期・中期・後期
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食べる困難のあるひとたち
摂食嚥下障害
摂食機能の発達遅延 早産・低出生体重児
発達障害特性の影響
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国民健康・栄養調査 2013年データ
あなたは食べ物や飲み物が飲み込みにくくかんじたり、
食事中にむせたりすることがありますか

73 905

2574

3581

頻繁にある ときどきある めったにない まったくない

13.7% N=7133

https://www.e-stat.go.jp/dbview?sid=0003224643 21



摂食嚥下障害患者数（推計）
（平成17年度要介護高齢者に対する 摂食
嚥下障害対策 実態調査報告書：北海道）

全国推計
782,410人（成人のみ）
（2006年3月、要介護（要支援）認定者数 4,322,708人）
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摂食嚥下障害は高齢者だけではない

• 令和5年版障害者白書では、在宅の身体障害者（脳性麻痺も含
まれる）のうち、18歳未満は68,000人（1.6％）

• 多くの子ども達にも摂食嚥下障害の問題がある
重症心身障害児者
医療的ケア児者 .....

https://www8.cao.go.jp/shougai/whitepaper/r05hakusho/zenbun/siryo_01.html
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小児の摂食嚥下障害の原因で多い疾患
脳性麻痺

• 脳性麻痺児の85～90%は嚥下障害の
既往がある（Arvedson, 2002）

• 生後1年間に哺乳障害が57%、嚥下
障害が38%、栄養障害が33%認めら
れた（Reilly, 1996）
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感覚の過敏や鈍麻などにより
食の困難を抱えやすい

発達障害の特性
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発達障害の診断がついていない子ども（大人も）たち
が少なからず存在する

• 発達障害の診断は，知的能力障害が少なく発達特性が薄いほど事例
化・顕在化は遅くなる。

• 知的能力障害のない発達障害については学童期に入り集団生活や学
業で問題を生じてから初めて相談・受診につながるケースも多い。

金生由紀子，渡辺慶一郎，土橋圭子編著．自閉スペクトラム症の医療・療育・教育．新版, 33株式会社
金 芳堂；2016. 33
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発達障害の傾向

強い 弱い

スペクトラム（連続体）

どこからが発達障害か、という境界はない
全てはスペクトラム（連続体）
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発達障害傾向のある子どもにみられる食行動

• 視覚の特異性
• 触感の特異性
• いろいろな食べ物の制限
• 食べることを拒否する（拒食）
• 食べ物をものすごく欲しがる。
• 新しい食べ物に挑戦しない。
• 甘い食べ物だけを好むorしょっぱい食べ物だけを好む。
• 噛み応えのある食べ物を好むor奥歯が過敏で噛めない。
• 特定（独特）の方法で調理された食べ物を好む。
• 特定（独特）の方法で食べさせてもらうことを好む。

Ahern,et al, 2000; Cornish, 1998; Raiten & Massaro, 1986; Schreck et al, 2004, Schreck & Williams, 2006; Whitley et al, 2000; 
Williams,et al , 2000Lukens, C. T., & Linscheid, T. R. (2008). Development and validation of an inventory to assess mealtime behavior Problems in children 
with autism, Journal of Autism and Developmental Disabilities, 38, 342-352. 28



発達障害の本人・当事者の困難感
～口腔機能等に関すること～

• 顎をうまく動かせない。

• 飲み込み方がわからない。

• 箸の使い方が下手である。

• 疲れている時は舌を噛んだり誤嚥しやすい。

• 大人数の食事は音やにおいなどの情報が溢れて辛い。

• 人の輪の中でどのようにふるまえばいいかわからないため会話は
おそろしい。

など

田部絢子、高橋智：発達障害等の子どもの食の困難と発達支援，風間書房,2015年11月

さまざまな
食の困難、
辛さを抱え
ている
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日本歯科医学会連合では食の困難のある人を理解するための
フォーラムを開催しました

講演内容
1. 発達障害等の発達特性を有す

る子どもの食の困難と発達支
援（田部絢子）

2. 摂食障害や偏食の子どもたち
が楽しく食べるために（藤井
葉子）

3. 子どもの摂食障害：食べたい
のに食べられない子への対応
（作田亮一）
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